
情報 リテラシーに関す る調査

平成10年 度

太 田 信 宏

1.は じ め に

文教大学女子短期大学部では,平 成9年 度に全学的なカ リキュラムの

改訂を行った。情報教育の科 目体系についてもこのカリキュラム改訂を

機 に大幅な見直 しを行い,本 年度平成11年3月 をもって丸2年 が経過す

ることになる。

短期大学における情報教育を検討する際に考慮すべ きポイン トは,中

学 ・高校で行われている情報基礎教育をどの ように受けとめてい くか と

いうことである。短期大学の情報教育は中高における授業を常に受ける

形になるため,そ こまでの情報教育の延長線上 として位置付けられる一

面 と,高 等教育機関 として中高の情報教育 とはまた別の視点か らとらえ

るべ き側面の両方を合わせ持つことになる。

教育課程の変更に伴い中高では平成6年 度か ら情報教育がスター トし

ているが,こ れらの教育を受けた学生が昨年平成9年 度か ら本学へ も入

学 している状況にある。情報 リテラシーに関 していえば,入 学者の実態

がそれ以前 と比較 して大 きく変化 したということはないが,今 後は(少

な くとも平成8年 度以前のように)入 学者のほぼ全員が コンピュータの

初心者 という状況でなくなることは間違いない。

学生個人個人にそれぞれ能力差があることに加え,中 高の各学校で行

われている情報基礎教育の指導内容(の 相違)な どを考慮 したとき,こ

れらを本学の情報教育で吸収 してい くためにはカ リキュラム上に様々な
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工夫が必要 となって くる。同時に授業の現場 においても年々変化 してい

く学生のレベルに応 じて,フ レキシブルな指導や対応が要求 されること

になる。

このような状況の もと,学 生のコンピュータ利用経験 と習得 レベルを

把握 し,カ リキュラムや授業内容 に対す る検討材料を得 るために新入生

に対 して以下のような調査を行 った。なお昨年度 も同様の調査 を情報処

理の演習授業 を受講 している学生 に対 して実施 したが,本 調査 は入学者

全員の実態 を知るため,短 期大学部平成10年 度入学の新入生全員に対 し

て実施 したものである。以降はその結果 と分析に関する報告である。

2.調 査対象者

調査は1年 生を対象に,入 学直後のオ リエンテーション期間を利用 し

て一斉に実施 した。調査対象数は図1の とお りである。

学 科 1年 生

文 芸 科 202名

英語 英文 科 189名

栄 養 科 163名

家 政 科 171名

合 計 725名

図1調 査対象数

3.調 査 内 容

調査用紙は図2の ような形式になっている。昨年度まで実施 していた

調査 と比較 して,質 問項 目はあまり変わっていないが,中 学 ・高校 にお

ける情報教育カ リキュラムや当時の授業内容 を把握することが本調査の

目的の1つ で もあるため,そ れらに関連する項 目については質問内容を

多少変更 している。
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情 報 処 理 に 関 す るア ンケ ー ト 短期 大学部

次 の質 問 に○ をつ け て 答 え て下 さい。

科 年 ク ラス 学 籍 番 号

氏 名

1.自 宅 にパ ソコ ンまた はワープ ロ*が ありますか。*ワ ープロの専用機のことです。

パ ソコン ・.あ るb.な い たと嵐 誉呈芻1轟,、 ,
ワー プ ロa.あ るb.な い 東芝の 「Rupo」 な ど

2.今 まで にパ ソ コ ン ま た は ワ ー プ 旦*を 使 った こ とが あ りま す か 。

パ ソ コ ン

a.使 っ た こ とが あ るb.さ わ っ た こ とが あ る程 度c.全 くな い
む

ワーフ ロ

a.使 った ことが あ るb.さ わった ことが ある程度c.全 くな い

3.中 学校,高 校 でパ ソコンを使 った授業 があ りましたか。

中学校a.あ った → その ときの授 業内容 に○ をつ けて下 さい。

ワープ ロソフ ト

b.な か った 表計算

イ ンターネ ッ ト

その他()

高 校a.あ った → その ときの授業内容 に○ をつ けて下 さい。

ワープ ロソフ ト

b.な か った 表計算

インターネ ッ ト

そ の他()

4.次 の① ～⑧ について,あ なたの使用経験 をa,b,c,dか らそれ ぞれ1つ 選 んで

下さい。

① ワープ ロ専用機abcd

② パ ソ コンの ワープ ロソフ トabcd

③ 表計 算 ソフ トabcd

④ データベース ソフ トabcd

⑤ ゲーム ソフ ト(フ ァミコンも含む)abcd

⑥ パ ソ コン通信abcd

⑦ イ ンターネ ッ トのホームペー ジabcd

⑧ 電子メールabcd

個 人で電子 メール を利用 して いる人 はメールア ドレスを書 いて下さい。

()

a.自 分 が使 い たい機能 については一通 り操作 で きる

b.最 低 限の使 い方 は知 っている

c.さ わったこ とが あ る程 度

d.使 ったこ とがな い

図2調 査 用紙
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4.調 査結果 および分析

(1)パ ソ コ ン また は ワ ー プ ロ を 自宅 に所 有 して い る か 。

ワ ープ ロ
合 計

あ り な し

パ ソ コ ン
あ り 122 105 227(31%)

な し 214 284 498(69%)

合 計 336(46%) 389(54%) 725名

矚 なし

蠶 あり

図3パ ソコ ンと ワー プ ロの所 有率 の比 較

自宅におけるパ ソコンとワープロの所有率 を比較すると,パ ソコンの

所有率が31%(昨 年度30%),ワ ープ ロが46%(同58%)と なってお り,

現時点ではワープ ロの方が高い。これは情報機器 としてはワープロの方

が先に家庭へ普及 したことが原因であるが,こ こ数年の傾向 として,パ

ソコンの所有率が上昇 しているのに対 し,ワープ ロは年々減少 してお り,

この差は徐々に縮 まってきている。昨年度 と比較 してみて もパ ソコンの

所有率には大 きな変化が見 られなかったが,ワ ープロの所有率は約12ポ

イン ト減少 している。本学の入学者について考えても今後 はワープロに
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比べてパ ソコンの所有者が増加 してい くことが十分に予測できる。

(2)パ ソ コ ン また は ワ ー プ ロ の使 用 経 験 は あ る か 。

経験がある
さわったことが

ある程度
全 く経験がない 合計

パ ソ コ ン 290 365 70 725

O

ワ ー フ ロ 318 282 125 725

図4パ ソ コン とワー プ ロの使 用経験

本学入学以前におけるパソコンとワープロの使用経験 に関する結果で

ある。パソコンを何 らかの形で利用をした経験を持っている学生が90%

いるのに対 し,ワ ープロの方は83%で あった。全 く未経験の学生が約1

割程度いるが,パ ソコン利用者の漸増傾向はここにも現れてお り,今 年

度はワープロ未経験者の割合の方が高 くなっている。 自宅における所有

率はワープロの方が高い(図3)こ とか ら,学 校など自宅以外の場所で

パソコンを利用する機会が増えているといえよう。図4の データにはな

いが,ワ ーフ ロ゚未経験者125名 の うち106名 はパソコンの使用経験 を持っ

てお り,ワ ープ ロ・パソコン共に未経験の学生は全体でわずか19名(2.6
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%)で あ っ た 。

(3)中学 ・高校で情報処理系科 目の授業を行っていたか。

中学での授業 高校での授業

あ っ た 515 71% 282 39%

なかった 210 29% 443 61%

合計 725 100% 725 100%

図5中 学 ・高校における情報処理系授業の有無

中学 と高校の学校間比較では,中 学で授業 を受けた学生の割合が高校

より高 くなっている。平成10年 度の入学生であるか ら中学 ・高校に在籍

していた期間はそれぞれ次の ようになる。

中学在籍期間 → 平成4～6年 度

高校在籍期間 → 平成7～9年 度

教育課程の改訂により情報教育への取 り組みは,中 学が平成5年 度か

ら,高 校が平成6年 度か らということになっている。 したがって大部分

の学生は高校時代に何 らかの情報教育を受けているはずである。 しか し

この結果 を見る限 り,内 容は別に して中学の方が(時 期が3年 早いにも
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関わらず)コ ンピュータ教育が進んでいるようにも見 える。

中学 と高校では指導 目標や レベルなどが異なるので単純な比較 はでき

ないが,教 育課程で掲げられた目標 と授業現場の実状 との間にはギャッ

プがあることが読み とれる。

(4)中学 ・高校における情報処理系授業の内容

授業内容 中 学 高 校

ワー プ ロ 371 63% 175 47%

表計算 89 15% 103 28%

イ ン タ ー ネ ッ ト 5 1% 38 10%

その他 122 21% 58 16%

合 計 587名 100 374名 100%

ワープロ 表計算 インターネット その他

図6中 学 ・高校での授業内容

中学 ・高校 における授業内容 については,例 年 と比べて大 きな変化は

な くやは りワープロが トップになっている。学校間の比較では中学の割

合がより高 くなってお り,高 校ではその分表計算の授業に力を入れてい

ることがわかる。

-55



情報 リテラシーに関す る調査

イ ンターネ ットについては普及 し始めたのが平成7年 以降であること

から,中 学でインターネットの授業 を受けた学生が非常に少ない(5名)

のは当然の結果 といえる。

授業内容で 「その他」 としてあがっていたのは,お 絵かき,ゲ ーム,

BASIC,数 学,理 科,技 術家庭,年 賀状作成,作 曲…な ど多岐にわたって

いる。ただその中で もっとも多かった回答は,(特 に中学時で)何 を した

のか覚えていないとい うものであった。3年 以上前なので当然かもしれ

ないが,時 期的にみてWindowsや インターネットでないことだけは確か

である。以上は情報処理系授業の有無であるが,次 に学生個人が各種の

パ ソコンソフ トについてどの程度習得 しているかを見てみることとする。

(5)各種 ソフ トウェアの使用経験

かな り使える 最低限使える さわった程度 全 く経験な し

ワープロ

専用機
11% 24% 42% 23%

ワー プ ロ

ソ フ ト
5% 16% 53% 27%

表計算

ソフ ト
1% 7% 29% 63%

デ ー タ

ベ ー ス
o/ 2% 18% :1'.

ゲ ー ム 36% 34% 19% 11%

パソコン

通信
1% 1% 10% ..・

インタ ー

ネ ッ ト
2% 3% 14% 81%

電子

メール
1% 1% 5% 93%

図7パ ソコ ンの利 用経験
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図7は パ ソコンソフ トの利用経験 を種類別に,4段 階のレベルに分 け

て質問 した結果である。この表のままではやや数値が読みとりに くいの

で,こ の4段 階を二分 して 「かな り使 える」と 「最低限使 える」 を 「経

験あ り」,「さわった程度」 と 「全 く経験なし」を 「経験な し」 としてソ

フ トの分野ごとにグラフ化 してみた。

(a)ワ ープ ロ系

図8ワ ー プ ロの利 用経験

中学 ・高校では もっとも多かった授業がワープロであり,ま た家庭へ

のワープ ロ普及率 も高いことなどか ら他の分野のソフ トに比べてワープ

ロの利用率は高 くなっている。それでも 「ワープロ専用機の経験あ り」

が35%(昨 年度38%),「 ワープロソフ トの経験あ り」が20%(同21%)

という数字をみると,ワ ープロが非常に身近になって きたとはいえ,本

学入学以前においての利用経験は2～4割 程度といったところが学生の

現状のようである。なおこの結果は昨年度調査 と比較 して も大 きな差 は

見 られなかった。

また図3で 示 したように自宅における所有率はワープ ロ専用機が46%,
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パソコンが31%で あるのに対 し,利 用経験はどちらもこの数字 を下回っ

ていることから,自 宅に所有はしているもののパソコンやワープ ロは家

族のもので自分 自身は利用 していない様子が読み とれる。

(b)デー タ処 理 系

100%

80%

60%

40%

20

0%
表計算ソフト デ ー タベ ー ス

図9デ ー タ処 理 ソフ トの利 用 経験

表計算 ソフ トやデータベースなどのデータ処理系 ソフ トについては9

割以上の学生が 「経験な し」 と回答 している。3年 前に私立大学情報教

育協会が実施 した高等学校調査(普 通科1413校)に よると,表 計算ソフ

トを授業 に組み込んでいる学校は約3割 程度あ り,そ の後 も徐々に情報

教育は進んでいるはずであるが,少 なくとも本学学生の場合,入 学時点

ではあまり 「使える」 という感覚 を持っていないようである。

この傾向は過去3年 くらいの調査を振 り返 ってみてもほ とんど変わっ

ていない。(しいて言 えば表計算 ソフ トの経験者が2～3ポ イント上昇 し

ている程度である。)

データベースソフ トの場合はやや専門性の高い分野における利用が考

えられ るが,表 計算 ソフ トの方はワープロと並んで,あ らゆ るビジネス
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分野で多用 されているものである。 したがって今後 も本学の情報教育に

おける重点科 目の1つ として捉えていきたい。

(c)ゲー ム

ゲ ー ム に 関 して はパ ソ コ ン に 限 らず フ ァ ミコ ンゲ ー ム な どの 経 験 も含

め て 回 答 して 良 い と した た め 「経 験 あ り」が7割 に 達 した 。 年 々 ゲ ー ム

の種 類 も増 加 し,ま た ゲ ー ムが イ ンス トール され て い るパ ソ コ ン も多 く

販 売 さ れ て い る こ とか ら,経 験 者 が 多 い の も当然 の 結 果 と い え る。

(d)ネ ッ トワー ク 関連

100%

80%

60%

40%

20%

00
パ ソコン通 信 インターネット 電子 メール

図ioネ ッ トワー ク の利 用経験

ネ ッ トワ ー ク の利 用 経 験 に つ い て は,「 パ ソ コ ン通 信 の 経 験 あ り」が2

%(昨 年 度3%),「 イ ン タ ー ネ ッ トの経 験 あ り」が5%(同5%),ま た

今 回 の調 査 か ら新 た に 電子 メ ール の利 用経 験 につ いて の 質 問 を加 えた が,

これ に つ い て は 「経 験 あ り」 が2%で あ っ た。 な お個 人 で 電 子 メ ー ル ア

ドレ ス を所 有 して い る学 生 は2名 い た 。

パ ソ コ ン通 信 につ い て は,イ ンタ ー ネ ッ トの普 及 と と も に,今 後 は利
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用者が限定 されてい くと考え られ るので経験者の割合が昨年度 とあまり

変わらなかったことは理解できるが,イ ンターネッ ト経験者の割合が昨

年度 と変わ らなかったのはやや意外であった。インターネッ トが一つの

社会現象にな り,こ れだけ騒がれているにもかかわ らず,高 校あるいは

家庭の中では,ま だ手軽にインターネットを利用で きる環境 になってい

ないというのが現実のようである。

電子メールについては今回初めての調査であったが,経 験者はまだ2

%と 少ないものの,今 後は電子メールの利用者あるいはメールアカウン

ト所有者が増加 してい くことが十分考えられる。

5.お わ り に

今回のコンピュータ利用経験 に関す る調査は,昨 年実施 した調査 をも

とに,質 問を一部追加 して平成10年 度の入学生全員 に実施 したものであ

る。全体 としては1年 前の調査 と比較 して,そ れほど目立った変化はみ

られなかったが,全 員一斉に実施 したということで本学学生 に対 しての

大まかな全体像はつかむことがで きたと考 えている。

今回の調査結果について,主 要な点 をまとめると次の ようになる。

(1)入学時点におけるワープ ロ経験者の割合 は昨年度 とほぼ同 じで,約

2～4割 程度である。ワープロ専用機は半数近 くの家庭 にあるとみ

られるが,パ ソコンの所有率は30%前 後である。ただ し情報機器が

自宅にあったとして も,学 生本人が必ず しも活用 していない面 も見

受け られ る。

(2)表計算ソフ トやデータベース といったデータ処理ソフ トについては,

経験者の割合は1割 に達 していない。 この分野については高等学校

までに受けた授業の成果がまだ十分に現れていない と考 えた方が よ

い 。

(3)ネ ッ トワ ー ク経 験 につ い て は,や や 意 外 で は あ っ た が イ ン ター ネ ッ
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ト利用者の割合が昨年度 と比較 してそれほど伸びていない。また電

子メールの利用者 も現時点ではまだ非常に少ないといえる。

本学カ リキュラムの 「情報処理1」 は初心者を対象 とした科 目で,ワ

ープロの基礎お よびインターネットと電子メールの基本操作を習得する。

また 「情報処理II」 では表計算ソフ トを中心にデータ処理の活用方法 を

習得す る。現在本学で行っているこれらの科 目は情報処理の基礎科 目で

あり,い ずれ中学・高校の授業 に置き換わってい くことが考えられるが,

当面は本学入学者の大部分が履修 を希望することが予測 される。

インターネットに関 して も,こ れだけ社会的ブームになっているのに

も関わらず,(少 なくとも本学学生については)家庭 における個人利用が

それほど伸びていない。やはり一般家庭において手軽に利用す るには,

接続設定の手間や利用料金等を含むインフラ面の敷居がまだまだ高い と

いうことか もしれない。 したがって,イ ンターネッ トや電子メール とい

ったネ ットワークリテラシーに関する教育を,今 後 も本学情報教育の重

点課題 として捉 えてい く必要がある。

いずれにしても,中 学 ・高校で受けてきた情報処理の授業 と,本 学で

提供 している情報教育カ リキュラムがスムーズに連携で きているか とい

う点を第一に考えながら,今 後の授業科 目のあ り方や指導内容 を検討 し

てい くことが重要である。
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